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本資料のご利用に関して

 授業、セミナー、講演会等の講義資料としてご活用ください。

 スライドを使用される際は、バイテク情報普及会と各スライドの出典を明記してください。

 スライド内の写真や図を切り取ってご利用になる場合も、必ず出典をご記載ください。

 加工される場合は、情報の正確性が損なわれないよう、ご自身の責任において行っていただくよ
うお願いいたします。

 記載内容は現時点で入手できる資料、データに基づき正確かつ最新の情報をご提供できるよう努
力しておりますが、情報の正確性や完全性について、バイテク情報普及会が保証を行うものでは
ありません。

 本ツールを利用して生じる不利益について、バイテク情報普及会では一切の責任を負いかねます。

 著書などへの転用・転載はお控えください。

本資料の内容に対するご意見、お問い合わせは、バイテク情報普及会まで
https://cbijapan.com/
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遺伝子組換え作物の貢献（1）
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収量の増加

収穫の安定化や裏作が可能となり、
非遺伝子組換え作物と比較して
20%以上の増収1

環境負荷の軽減
農薬使用量の減少に加え、
遺伝子組換え作物に使用される農薬が
これまでの農薬より環境に負荷が少ないことなど
の理由により、環境への影響が17.3%減少2

農薬使用量の減少
殺虫剤や除草剤の使用回数を
削減することが可能になり、
年間農薬使用量が37％減少2

収益性の向上
収量の向上に加え、農薬散布量・回数の減少に
よるコストの低下により、
農家の利益が平均68%増加1
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従来育種と遺伝子組換えによる育種の違い
遺伝子組換え技術は、より確実で効率的な品種改良の手段です。

従来の品種改良 遺伝子組換えによる品種改良
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• アグロバクテリウム法
土壌細菌であるアグロバクテリウムは、一部
の植物に感染して、自身が持つプラスミドの
T-DNAという領域を植物のゲノムに挿入させ
る性質を持っています。
この性質を利用して、目的の遺伝子をT-DNA
とともに植物ゲノムに組み込む手法がアグロ
バクテリウム法です。

遺伝子組換え作物は、主として次の方法で作出されています。 

遺伝子組換え作物の作出方法 (1)

1. 目的遺伝子をT-DNA領域に含
むプラスミドを作成

3. T-DNAが
切り出され、
植物細胞に移行

2. 目的プラスミドを持ったアグロ
バクテリウムを植物細胞に感染

4. T-DNAが植物の
染色体に導入

5. 組換え体の選抜、
育成
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世界での利用状況 (2)
遺伝子組換え作物の作物別栽培状況 (2024)

遺伝子組換え作物の作付割合 (%, 2024)

ダイズ トウモロ
コシ ワタ ナタネ

世界全体 75 34 78 24
米国 96 94 96 96
ブラジル 99 96 100 0
アルゼンチン 99 99 100 0
カナダ 81 89 0 95
オーストラリア 0 0 99 27
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非遺伝子組換え

遺伝子組換え

AgbioInvestor GM monitor 「GM and Approval Data(All Data 2025 V4.1.xlsx) 」をもとにバイテク情報普及会とりまとめ
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バイテク情報普及会による消費者意識調査 (1)
最近、食料品を購入する際に、関心のあることはなんですか（複数回答）

(n=2000)
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(n=1867）

食品購入時において、遺伝子組換え食品への関心は
それほど高くはない

遺伝子組換え食品を最も関心ありに
選んだ人は1.1%であった

また、そのうちで最も関心のあることを選んでください（ひとつ）

出典：バイテク情報普及会（2021年）遺伝子組み換え／ゲノム編集食品に対する消費者の意識調査（20～50代の男女 合計2,000人https://cbijapan.com/document/4453/
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